
３）再稼働・新設・SMRへの注力
原子力についても脱炭素電源として、再稼働や新規建設を進め、さらに小型モジュー
ル炉（SMR：Small Modular Reactor）や高温ガス炉、さらには核融合技術など次世代原
子力技術の導入も視野に入れています。

図12　2040年度におけるエネルギー需給の見通し
（令和７年２月 経済産業省＿資源エネルギー庁HP発表資料より引用）

図13　小型モジュール炉
（令和７年６月 経済産業省＿資源エネルギー庁HP発表資料より引用）
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